
Copper & Copper Alloy Products HRS35
主な特長

□ 高温ろう付けや拡散接合などの高温接合後も
 高い強度を維持します

□ 高温接合後でも高い熱伝導性を有しており、
     優れた冷却性能に貢献します

□ ろう付け時の濡れ性に優れ、安定した接合品質を
 実現します

□ 高温接合後の結晶粒粗大化が抑制され、
 微細で安定した金属組織を有しています

□ ヒートシンク、コールドプレート、
 ベイパーチャンバーなど、高性能熱交換部品の
 高温接合用途に適しています

特性 代表値

比重 （ 293 K ） 8.9

熱膨張係数 （ / K : 293～573 K ） 17.7×10-6

熱伝導率 （ W /( m・K ) : 293 K） 325

体積抵抗率 （ µΩm : 293 K） 0.022

導電率 （ %IACS : 293 K） 77

縦弾性係数 （ kN / mm2 : 293 K ） 1.2×102

物理的性質

合金の位置付け

機械的性質

質別 代表値

O 1/4H O
1.0mm厚

1/4H
3.0mm厚

引張強さ
（N/mm2）

280以上 280-380 310 320

伸び
（%）

20以上 20以上 35 35

ビッカース硬さ ※1

（HV）
(60-90) (75-120) 75 95

※1  ビッカース硬さは参考値です。

化学成分

Sn Co Zn Ni P Cu

0.13 0.27 0.02 0.05 0.08 残部*

* 不可避不純物および微量添加元素を含む
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本仕様を超える高強度材についても対応可能です。詳細はお問い合わせください。

高強度・高耐熱・熱伝導性銅合金
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HRS35

ろう付け性

ろう付け、熱処理後の特性

ミクロ組織
0.2%耐力
(N/mm2)

① C12200 粗大 22

② HRS35 良好 105

ろう付け条件：800℃×10min (炉中ろう付け相当)

□ ろう付け熱処理後でも金属組織の粗大化が無く、C12200に比べて良好な熱的安定性を有しています
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□ 高温プロセス後の冷却および熱処理により、HRS35は高い強度と熱伝導性を実現します

ろう材：BCuP2

900℃

室温

時間

HRS35

0.2%耐力
(N/mm2)

熱伝導率
(W/(m・K))

C10200
接合後 26 401

熱処理後 25 400

HRS35
接合後 102 223

熱処理後 195 308

②

①
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